
宣 言 日 令和4年6月8日

住 所 埼玉県さいたま市浦和区常盤2-10-5

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社ワイドループ

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　丹羽彦仁

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

テレワーク環境を充実させ子育て社員が働きや
すい環境を創り、女性社員の割合を増やす
＜（現状値）2021年の数値＞
①在宅率：２０％（４人/２２人）
②女性の雇用比率：３０％（7人/２２人）

＜2030年に向けた指標＞

①在宅率：８０％　②女性の雇用比率：８０％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①在宅率：５０％　②女性の雇用比率：５０％

社員参加型の社会貢献活動を推進する。ユニセ
フ・児童福祉施設を支援する。

＜（現状値）2021年の数値＞
①毎月近隣の美化活動：4拠点のべ20人参加
②ユニセフ：6万円/年　15年継続中
③児童福祉施設への寄附：お菓子類（１か所）

＜2030年に向けた指標＞

①のべ50人/月　②ユニセフ：３６０万（年間）　③児童福祉施設への寄付　１０か所

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①のべ３０人/月　②ユニセフ：１２０万(年間）　③児童福祉施設への寄付　５か所

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

スクラップ処理削減：８０％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

スクラップ処理削減：５０％

スクラップによるエネルギー消費を抑えるため
に、リユース（再利用）の量を増やします。

＜（現状値）202１年の数値＞
スクラップ処理量：１５０ｔ/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

経営理念「物流機器に命を吹き込む仕事を通して、お客様のお役に立つ」　物流現場からでる不要となったモノに私
たちは命を吹き込み、物流業界に持続可能な循環化社会を構築して、SDGsの達成に貢献します。

株式会社ワイドループ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


